
愛の輪は「障がい者の自立と社会との共生」を応援しています
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1愛の輪運動を広げていくために、本誌を職場で回覧してください。

写真提供：東京ガス株式会社

あぜもと

聴覚障がい

視覚障がい

視覚障がい

スポーツを通じて、社会に貢献したい

映画を通して思いを多くの人に伝えたい

2010年7月1日～2011年3月5日 アメリカにて研修
視覚障がい児・者への
エンパワメント支援事業の開発

研修
テーマ

▲ 経験を通し積極性と自信を身につけました

2011年3月26日～4月4日 イギリスにて研修
インクルーシブ教育における
支援の実態を学ぶ

小学4年生から水泳を始め、着実に実力を
つけロンドン2012パラリンピックで銀・
銅メダル、リオ2016大会では日本人最多
の4つのメダルを獲得。2018年よりアメリ
カに拠点を移し、各大会で自己ベストを
更新。そして今年、東京2020大会では、平
泳ぎ（銀メダル)に続き、得意とする100m
バタフライで悲願の金メダルに輝きまし
た。表彰台で君が代を聞き、号泣する姿が
感動を呼びました。

東京2020パラリンピック競技大会水泳競技で
悲願の金メダルを獲得！

第30期派遣生 木村 敬一さん(東京ガス株式会社所属)

研修
テーマ

▲ 「教育もスポーツも健常者と共に学び合うことが大事」と実感

1999年1月～2000年1月 アメリカにて研修

映画制作の技術とアメリカ手話を学ぶ

「ろう者・難聴者のことを多くの人に知って
もらい、誰もが自分らしく生きられる社会
をつくりたい」という信念で、ドキュメンタ
リー映画作品を次々発表してきた今村さ
ん。今回、優れた文化記録映画作品として
認められた受賞作「きこえなかったあの
日」は、ろう文化の豊かさを伝えながら、災
害に強い共生社会の課題にも触れた秀
作、と高く評価されました。

文化庁映画賞「文化記録映画部門優秀賞」を受賞
第18期派遣生 今村 彩子さん

研修
テーマ

▲ 幼いころから映画監督になりたかった…と今村さん

この研修が、障がい者として
生きていく自覚と覚悟をくれた現在は企業の広報担当として働く畝本さん。

仕事の傍ら、大学院の修士課程で開発途上
国の女性障がい者について研究し、障害者
差別解消法で定められた障がい理解研修を
行うNPO法人の理事として、企業や自治体
での研修講師も務めています。「この賞は今
後への期待と激励。これからも多様性を認
め合う共生社会の実現に向けて、一歩ずつ
着実に歩んでいきたいです」と話しています。

夢に向けて努力する人に贈るサフラン賞を受賞
第29期派遣生 畝本 彩美さん

▲ 表彰状を手にした畝本さん

活躍する研修生＆あの頃の思い
研修生として学んだ日々が充実した今につながっています

あの頃の思い

あの頃の思い

あの頃の思い
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英語力アップと情報交換
の場としてオンラインで
定期的に開催。

来日に向け習得した日本語・日本手話を
使って、自己紹介や研修で学びたいこと
をオンラインで発表。

「コロナ禍の今こそ、聴覚に障がいのある廣瀬さんにコミュニケーションのヒントを
学びたい」という思いでインタビューが収録され、その模様が当日配信されました。

▲ 聞き手・ミスタードーナツフランチャイズ共同体東京地域理事
　 F.S.F・S.K.P実行委員会委員長 小林 稔様

▲ 近況報告や趣味の話、コロナ禍での渡航の話で盛り上がりました

ろう者の地位向
上・就労の機会・
教育を学びたい

● 聴覚障がいの方に限らず、すべてのお客様に
共通する貴重なお話を聞くことができました。

● 私も手話を学んで、より多くの方とふれあい、
ドーナツを買っていただけたらなと思いました。

● 今後接客をする上で、お客様への気配りを
もっとしなければ、と気づかされました。

マスクをしているのでコミュニケーションが困難で、私が聞こえな
いことが伝わりにくく、気を遣うことも多くなりました。

佐浦 隆一さん（愛の輪評議員）
大阪医科薬科大学医学部総合医学講座 リハビリテーション医学教室教授
ぜひ、コロナが明けたらいろいろ勉強してください。
楽しんでください。私に協力できることがあれば言ってください。

池田 真人さん（愛の輪九州地域実行委員会 委員長）
ニップンドーナツ九州(株）代表取締役
日本語での発表は皆さんの日頃の努力が伺える素晴らしいもの
でした。自分ももっと学ばなければと刺激を頂きました。

参加者のお声

9月14日(火)開催

「愛の輪1日
チャリティ」の日

ミスタードーナツに、手話が共通言語のお店
ができることを願っています、と廣瀬さん。

モンゴルにおける障がい社会政策保障分
野首相アドバイザーに任命されたバヤール
さん。研修後、2010年にモンゴル初の自立
支援センターを設立。各地で行った活動
が、2016年のモンゴル障害者権利法制定
にもつながりました。インクルーシブ教育・
障がい者雇用・バリアフリーの推進を目指
し、調査や官庁との折衝など、多忙な日々
が続いています。

障がい当事者としてモンゴル初
障がい社会政策関連の首相アドバイザーに任命
第9期アジア研修生
オンダラフバヤール・チョロンダワさん

車いすソフトボールの試合に参加するため渡米。
帰国の際、検査に手間取って予定した便に乗れず、
羽田空港でも5時間待機、それから隔離先のホテル
で3日間過ごし、今2週間の自宅待機中です。

コロナの影響でサモアから出国できず、
東京2020大会へは、海外に住むサモア
の選手だけが参加しました（残念）…。

コロナワクチンは、ベトナムではまだ一般に
普及していないのが現状です。

アメリカでの出入国の際、コロナの
ワクチンパスポートは必要とされて
いるの？（など小貫さんへの質問続々）

第40期派遣生
笠柳さん

第40期派遣生
小貫さん

第40期派遣生
数矢さん

第40期派遣生
髙木さん

第21期アジア研修生
ヒヨウさん

第21期アジア研修生
アリさん

質問：コロナ禍での日常生活の苦労は？
廣瀬：

廣瀬：

廣瀬：

マスクが外せるようになったら、口を大きく開けてゆっくり話してく
ださい。口の動かし方が小さかったり早口だとわかりにくいです。

質問：聴覚障がい者への接客で気をつける点は？

笑顔とジェスチャーで対応を。手話ができなくても気持ちは十分
伝わります。

質問：コミュニケーションにおけるアドバイスは？

聴覚障がい

聴覚障がい

バスティアン・コーララゲ・
ディルシャン・カヴィンダ・ロドリゴさん
(スリランカ)

肢体不自由

障がい者の権利擁
護・地域でのサポー
トを学びたい

ウェン・ルウットさん
(カンボジア)

障がい者雇用・
アクセシビリティ
をもっと知りたい

ジャスミン・センテアノ・アンビオンさん
(フィリピン) 視覚障がい

手話の教え方・
特に数学の教え
方を学びたい

ノー・サン・ター・ウイさん
(ミャンマー) 聴覚障がい 肢体不自由

肢体不自由

障がい者雇用の
あるべき姿・福祉
制度を学びたい

マウディタ・ゾブリタニアさん
(インドネシア)

2012年8月11日～8月17日  ニュージーランドにて研修
聴覚に障がいのある学生のアイデンティティ確立に
向け設定した3つテーマを達成するための活動

デジタルについての体験等を共有し合う
機会として今年から創設されたデジタルの
日。その「2021年デジタルの日」(10月10日
～11日)のロゴ作成者に、グラフィックデザ
イナーとして活躍中の岩田さんが抜擢され
ました。「デジタルの浸透により人と人がよ
り深くつながることを期待しています」と
語る岩田さんは、今後もデジタルの日のア
ドバイザーとしても活動を行っていく予定。

どんな人にも優しいデジタル化、
その象徴となるロゴデザインを担当
第32期派遣生 岩田 直樹さん

研修
テーマ

研修で気づいた大切なこと
“あきらめないで、自分で決める”

経験したことを力に
自分の道を突き進んでいきたい

▲ 全員高校生だった研修グループの仲間と

この日は、ミスタードーナツ創業の日。全国のミスタードーナツの売り上げの一部を「ダスキン
愛の輪基金」にご寄付いただいています。あなたもご賛同いただき、ご協力をお願いします。

2007年8月31日～2008年6月30日 日本にて研修
日本の障がい当事者団体と
その活動について学ぶ

研修
テーマ

▲ たくさんの大切な仲間もできました

▲ 岩田さん制作のロゴデザイン

▲ 政府機関で働くバヤールさん

第27期派遣生 廣瀬 有紀さん登場

日本語・日本手話
中間発表会

第22期アジア研修生

進行役

1月27日 ドーナツを買うことで、
誰かの幸せにつながる日

活躍する研修生＆あの頃の思い
研修生として学んだ日々が充実した今につながっています

今回のトピックス

あの頃の思い

あの頃の思い

英
語

を交
えておしゃべり

英語カフェ
3回目

9月3日(金)開催

9月26日(日)開催

ミスタードーナツフレンドシップフェスティバル2021愛の輪講演

発表会ご視聴者のお声

お近くのミスタードーナツへ！！
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法人会員

特定法人会員

エルダー会員

働きさん会員

個人会員A

個人会員B

個人会員C

メイト会員

合計会員数

累計

会員数（2021年9月末現在）　　単位：人（件）

会員数会員種別

216

438

471

1,602

1,384

2,782

6,302

22

13,217

187,376

●2021年4月のご寄付をいただいた方々
株式会社ケントク様/ダスキンフランチャイズチェー
ン全国加盟店会様/東海ブロック会総会 参加者ご
一同様/株式会社ダスキン株主様/DDuetコイン寄
付様/有限会社ダスキン臼津 代表取締役 田中陽一
様/Kumagai Ryo様/ダスキン後継者経営塾 清駿有
志会様

●2021年5月のご寄付をいただいた方々
有限会社ダスキン赤帽 代表取締役 太田 哲央様/
株式会社ダスキン 株主様/ニノミヤ レイナ様

●2021年6月のご寄付をいただいた方々
Kumagai Ryo様/菰方 紀夫様/ニノミヤ 
レイナ様 /株式会社ダスキン  株主様
/1234567キフキン様/福井 雅美様/大熊 由
紀子様/つながる募金様

●2021年7月のご寄付をいただいた方々
間宮 恢様/1234567キフキン様/株式会社
ダスキン 株主様/諏訪 正博様/有限会社ダ
スキン不二美様/本田 まゆみ様/ニノミヤ 
レイナ様/廣川 麻子様

●2021年8月のご寄付をいただいた方々
BARSUKORA YULIYA様/ニノミヤ レイナ様/DDuet
コイン寄付様/株式会社ダスキン 株主様/つながる
募金様

●2021年9月のご寄付をいただいた方々
小笠原 忠好様/1234567キフキン様/川村 敦朗様/
株式会社ダスキン 株主様/株式会社ダスキン・
ニュー・アイドル 代表取締役 阿久津 春樹様/ニノミ
ヤ レイナ様/BARSUKORA YULIYA様/株式会社ダ
スキン沖縄 松井 宏明様

おかげさまで、皆さまからのご寄付は2021年4月～2021年9月までの合計で
2,985,719円となりました。謹んで御礼申し上げます。ご寄付ありがとうございます

株式会社 ケントク様
DDuetコイン寄付様
菰方 紀夫様
福井 雅美様
株式会社ダスキン 株主様
川村 敦朗様

10万円以上の
ご寄付をいただいた方

DDuetは、便利でお得なサービスが利用
できる無料のインターネット会員サイト。
ご利用に応じて貯まったコ
インをご寄付いただくこと
ができます。

寄付する期間(1回または継続寄付)と月々の金額を選択し、
必要な情報を入力いただくことでお手続きが完了します。

第40期研修派遣生の

最新レポート

ダスキンインターネット会員サイト

DDuetのコインでも
ご寄付いただけます

ディーデュエット

詳しくはこちらへ詳しくはこちらへ

ファンドレイジングを直訳すると資金調達ですが、単なる資金集めではあり
ません。解決すべき課題や目指す社会の姿を伝え、共感を得て社会を変えて
いくというプロセスを重要視しています。ファンドレイジングが発展している
アメリカで学ぶための研修準備を進めています。

※種別を超えた障がい当事者団体が集まる組織で、DPIの日本国内組織として1986年に発足。

障がい者運動におけるファンドレイジングを学ぶ

ファンドレイジング発祥の地
アメリカで学ぶために
今取り組んでいること

クレジットカードで
またはソフトバンクご利用者なら

携帯電話料金と一緒にご寄付いただけます

「愛の輪」の活動は会員の皆さまの会費や
ご寄付によって支えられています

ソフトバンク「つながる
募金」を通じて愛の輪運
動へ寄付されます

少しでも多く準備して、
たくさんのことを

学んできたいと思います。

ファンドレイジングで重要なのは私たちの活動を広く知ら
せ、理解・共感してもらい、参加しやすい環境を整えること。
そこでDPI日本会議のサイトをわかりやすくリニューアルし、
SNSでの情報発信にも注力。以前と比べHPの閲覧件数が約
5倍増加し、マスコミからの問い合わせも増えました。また
コロナ禍により講演活動が困難な今は、You Tubeから無
料で観られるオンラインミニ講座や定期的なオンラインイ
ベントの開催など、様々な形での情報発信に努めています。

研修先で英語に悩むことなく集中して学ぶた
め、英会話のスキルアップに努めています。今年
2月から毎日3～4時間、1日も怠ることなく英会
話を続け、9月末に1000時間達成しました。今
は障がい者運動のリーダーにインタビューする
アメリカの動画を繰り返し視聴。現地のようす
や専門用語なども理解でき、いい予習となって
います。

昨年、DPIのオリジナルチャリティーグッズの製作・販売を通じて、温かいご支援をいただ
きました。またオンラインからご寄付、会員になっていただける仕組みの導入や、HPから
バナー広告収入が得られる仕組みに変えるなど、情報発信を行うことで活動資金が得ら
れる仕組みの構築も行っています。

個人研修生 笠柳 大輔さん

▲ 特定非営利団体 DPI日本会議※で働く笠柳さん(前列左)

▲ オンラインミニ講座を準備中

研修テーマ

広める・共感を得る仕組みをつくる 英会話のスキルを磨く

肢体不自由


